
昭
和
二
十
四
年
四
月
i
l1
二
十
五
年
三
月

昭
和
二
十
四
年
度
中
に
お
け
る

日
本
銀
行
券
増
滅
状
況
の
分
析

て

は

し
が

き

昭
和
二
十
四
年
肢
は
所
謂
ド
ツ
ジ
計
画
に
よ
る
趨
均
術
予
算
が
実
施
せ
ら
れ
経
一
治
安
定
へ
の

巨
歩
在
進
め
た
年
で
あ
る
が
、
之
が
通
貨
面
に
於
て
如
何
に
現
わ
れ
て
い
る
か
の
分
析
を
試
み

る。

而
し
て
水
分
析
に
於
て
は
財
政
金
融
の
各
部
門
に
於
け
る
資
金
の
移
動
を
観
察
し
た
が
、

財
政
に
於
て
は
前
掲
「
財
政
資
金
の
対
民
間
収
支
分
析
L
K於
け
る
財
政
資
金
収
支
を
中
必
と
し

て
之
よ
り
特
に
対
H
援
助
見
返
資
金
の
み
を
分
離
し
た
。
こ
の
方
法
に
よ
り
租
税
の
徴
収
、
行

政
貴
の
支
払
等
の
純
財
政
資
金
(
但
し
公
募
公
償
代
り
金
を
含
む
〉
が
超
均
衡
予
算
の
実
施
に
よ

り
如
何
に
引
揚
超
過
を
見
た
か
を
明
か
に
し
う
る
と
共
に
、
一
方
対
日
援
助
凡
返
資
金
よ
り
の

賃
金
放
出
が
践
業
資
金
と
し
て
果
し
て
い
る
毘
要
性
を
判
断
し
得
る
。
尚
対
日
援
助
見
返
資
金

は
民
間
直
接
投
融
資
と
市
中
手
持
復
金
債
償
還
と
に
区
分
し
た
が
、
後
者
は
復
金
般
所
有
金
融

機
閣
を
通
じ
て
産
業
資
金
と
し
て
民
間
に
利
用
せ
ら
れ
る
か
、
或
は
日
本
銀
行
貸
出
の
返
資

日
本
銀
行
よ
り
の
国
債
債
券
の
買
入
等
を
通
じ
信
用
収
縮
を
来
た
す
か
、
い
づ
れ
の
場
合
に
於

て
も
通
貨
面
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
。
次
に
預
金
部
資
金
は
政
府
資
金
で
は
あ

る
が
財
政
資
金
と
は
区
別
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
且
つ
地
方
財
政
資
金
調
達
の
外
そ
の
余
裕

金
運
用
は
ド
ツ
ジ
計
画
実
施
に
よ
る
民
間
資
金
不
足
の
折
柄
極
め
て
璽
要
な
も
の
で
あ
る
。
従

っ
て
之
を
独
立
項
目
と
す
る
と
共
に
、
特
に
市
中
金
融
緩
和
措
世
と
し
て
と
ら
れ
て
い
る
市
中

金
融
機
附
へ
の
預
け
金
〈
滞
貨
金
融
分
宏
含
む
〉
を
内
啓
し
て
市
中
金
融
に
膨
轡
を
及
ぼ
す
余
裕

金
運
用
を
明
か
に
し
た
。
更
に
政
府
関
係
資
金
の
対
民
間
運
用
と
し
て
は
布
の
外
政
附
指
定

預
金
及
び
複
興
金
融
金
庫
預
け
金
が
あ
る
。
余
裕
金
運
用
と
し
て
の
政
府
指
定
預
令
・は
昭
和
二

十
四
年
三
月
よ
り
始
め
ら
れ
た
も
の
で
、
之
が
市
中
金
融
機
関
に
預
入
さ
れ
、
又
引
揚
げ
ら
れ

る
こ
と
に
よ
り
市
中
金
融
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
又
復
興
金
砲
金
昨
預
け
金
は
同

金
庫
の
貸
出
回
収
金
を
政
府
に
納
入
す
る
迄
の
間
一

時
市
中
金
融
機
関
に
預
入
す
る
も
の
で
あ

る
が
、
之
も
政
府
指
定
預
金
、
預
金
部
資
金
の
市
中
金
融
機
関
預
け
金
と
共
に
、
財
政
資
金
の

引
脇
超
過
に
よ
る
金
融
市
場
の
閤
難
含
穏
和
せ
ん
と
す
る
金
融
政
策
と
云
え
よ
う
。

日
本
銀
行
券
明
滅
原
因
分
析

附
和
二
十
四
年
四
月
i
二
十
五
年
三
月

次
に
日
本
銀
行
の
金
融
政
策
に
関
す
る
項
目
と
し
て
は
、
先
ず
同
行
の
対
市
中
凶
債
債
券
売

買
が
あ
る
。

之
は
長
期
国
債
、
極
興
金
融
債
券
の
外
、
食
糧
証
券
を
も
含
む
有
価
証
券
の
売
買

を
示
す
も
の
で
、
之
が
通
茸
面
に
及
ぼ
す
影
響
に
付
て
は
詳
述
の
必
要
は
な
い
が
、
右
の
内
昭
和

二
十
凶
年
六
月
よ
り
開
始
さ
れ
た
長
期
国
債
及
び
誼
興
金
融
債
券
の
買
入
即
ち
所
調
マ
ー
ケ
ッ

ト
・
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
分
に
付
て
特
に
内
書
し
、
金
融
政
策
、
と
通
貨
増
減
要
因
と
の
閥
係
を
明
か

に
す
る
と
と
と
し
た
。
日
本
銀
行
の
金
融
政
慌
に
闘
す
る
今
一

つ
の
項
目
は
同
行
の
貸
出
で
あ

る
が
、
右
の
内
よ
り
商
業
手
形
及
び
貿
易
手
形
の
割
引
搬
を
内
容
す
る
こ
と
に
よ
り
最
近
の
貸

出
の
内
容
を
知
る
便
宜
と
し
た
。
最
後
に
其
の
他
の
羽
目
は
以
上
の
項
目
以
外
日
本
銀
行
券
の

増
減
に
関
係
す
る
も
の
を

一
括
し
た
の
で
あ
る
が
、
之
は
主
と
し
て
日
本
銀
行
に
於
け
る
市
中

金
融
機
関
の
預
金
、
内
圃
為
替
集
中
、
決
済
関
係
、
代
理
屈
預
け
金
、
国
庫
内
為
替
関
係
等
で
あ
る
。

二
、
昭
和
二
十
四
年
度
中
に
於
け
る
日
本
銀
行
券
増
滅
状
況

昭
和
二
十
四
年
度
中
に
於
て
日
本
銀
行
券
は

て

二
O
一二百
A
円
の
減
少
を
示
し
た
に
止
ま

る
が
、
先
ず
純
財
政
資
金
は
第
三

・
四
半
朋
を
除
き
各
四
半
期
共
収
入
超
過
を
示
し
、
特
に
第

四
・
四
半
期
に
於
け
る
収
入
超
過
額
は
二
一

O
、一
一一
九
一
百
万
円
の
巨
額
に
及
ん
だ
た
め
結
局

年
度
問
を
、
通
じ
て
一
一
一
一
四
、
六

-O
宵
万
円
の
収
入
超
過
を
来
た
し
た
。
又
政
府
指
定
預
金
は

第
四

・
四
半
期
に
於
て
年
度
末
金
融
緩
和
の
た
め

一
四
、
九
八
二
百
万
円
の
預
入
を
み
た
も
の

の
、
第
三

・
四
半
則
以
前
に
於
て
は
各
期
共
引
揚
超
過
を
み
た
た
め
年
度
闘
を
通
じ
て
は

一

六
、
六

一
八
百
万
円
の
引
揚
超
過
と
な
っ
た
。
か
〈
て
純
財
政
資
金
及
び
政
府
指
定
預
金
を
通

じ
て

一
五
一

、
ニ
二
八
百
万
円
の
通
貨
収
縮
要
因
が
存
し
た
こ
と
と
な
る
が
、
之
に
対
し
先
ず

九
月
よ
り
動
き
始
め
た
対
日
援
助
見
返
資
金
が
民
間
直
接
投
融
資
二
四
、
六

O
三
百
万
円
、
復

金
償
対
市
中
償
還
二
阿
、
七
二

O
百
万
円
合
計
四
九
、

三
二
三
百
万
円
の
資
金
を
放
出
し
、
又

預
金
部
資
金
も
十
二
月
よ
り
開
始
さ
れ
た
市
中
金
融
機
閥
へ
の
淵
入
二
一
一
、

丸
.4
二
百
万
円
宮

中
心
と
し
て
一
九
、
久
六
七
百
万
円
の
支
払
組
過
を
示
し
た
外
、
第
阿

・
四
半
期
に
於
け
る
担

興
金
融
金
庫
余
裕
金
の
市
中
預
託
も
λ
、
一
四
三
百
万
円
に
上
っ
た
。
か
か
る
政
府
関
係
資
金

の
市
中
放
出
を
以
て
も
斑
財
政
資
金
の
市
中
放
出
定
以
て
も
純
財
政
資
金
及
び
政
府
指
定
預
金

に
よ
る
通
貨
収
縮
要
因
の
漸
〈
半
ば
を
補
充
す
る
に
過
ぎ
ず
、
残
余
は
全
〈
日
本
銀
行
の
信
用

政
策
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
即
ち
日
本
銀
行
の
対
市
中
国
債
債
券
賀
入
超
過
額
は
一
一一

O
、一一
一
五
凶
百
万
円
に
上
り
、
然
か
も
右
の
内
長
期
国
債
、
復
金
偵
の
買
入
即
ち
所
制
マ

ー
ケ

ッ
ト

・
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
分
は
四
王
、

O
五
五
百
万
円
に
上
っ
て
お
り
、
短
刷
証
券
は

三
七
五



資

料

逆
に
完
却
超
過
と
な
っ
て
い
る
。
又
日
本
銀
行
の
貸
出
は
財
政
資
金
の
支
払
超
過
を
示
し
た
第

三
・
四
半
期
を
除
き
各
四
半
期
共
増
加
し
、
年
度
闘
を
通
ず
る
増
加
額
は
=
一
一
八
、
七
三
二
百
万

円
に
達
し
た
。
右
の
内
割
引
手
形
は
各
四
半
期
共
増
加
し
た
が
、
特
に
第
三

・
四
半
期
以
降
顕

著
な
増
加
を
示
し
、
年
度
問
増
加
額
は
三
八
、
九
一一一
一一
一
百
万
円
と

総
貸
出
増
加
額
を
上
廻
っ

た
。
従
っ
て
日
本
銀
行
の
市
中
に
対
す
る
信
用
供
与
は
長
期
国
債
、
復
金
債
の
所
間
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
手
形
の
割
引
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
日
本
銀
行
の
信
用
供
与
額
は

そ
の
他
を
含
め
七
二
、
六
九
三
百
万
円
に
上
り
、
日
本
銀
行
券
の
動
き
も
前
述
の
如
〈
年
度
中

一
、
二

O
三
百
万
円
の
減
少
を
示
す
に
止
っ
た
の
で
お
る
。
二
十
三
年
度
ま
で
毎
年
度
大
幅
の

膨
販
を
見
た
円
本
銀
行
券
が
二
十
四
年
度
に
入
っ
て
か
か
あ
推
移
合
示
し
た
こ
と
は
安
定
政
策

が
概
ね
成
功
を
収
め
た
こ
と
を
端
的
に
物
賠
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
が
、
一
方
日
本
銀

行
券
増
減
原
因
に
お
い
て
有
紀
の
如
家
大
き
な
波
の
存
す
る
こ
と
は
安
定
政
策
提
胞
の
彫
響
の

大
き
い
こ
と
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

三
、
第
一
・
四
半
期
中
に
於
け
る
日
本
銀
行
勢
増
滅
状
況

第
一

・
凶
半
期
中
日
ぶ
銀
行
券
は
一
て
九
一

明八
百
万
円
な
減
少
し
た
が
、
先
ず
純
財
政
資

金
に
於
て
は
五
月
の
支
払
超
過
一

回、

λ
丸
一
百
万
円
が
四
月
、
六
月
の
収
入
超
過
に
よ
っ
て

埋
め
ら
れ
た
た
め
結
局
て
二
六
六
百
万
円
の
収
入
超
過
と
な
り
、
又
預
金
部
資
金
も
て
四

六
一
百
万
円
の
収
入
超
過
を
み
た
。

更
に
政
府
指
定
預
金
は
二

O
、
四

O
O百
万
円
の
大
幅
な

引
揚
を
み
た
た
め
、
こ
れ
ら
の
面
で
日
本
銀
行
券
は
二
三
、
一

二
七
百
万
円
の
収
縮
要
因
を
持

っ
と
と
と
な
っ
た
が
、
他
方
日
本
銀
行
よ
り
対
市
中
国
債
債
券
の
賀
入
を
通
じ
六
、
八
六
五
百

万
円
、
貸
出
を
通
じ
て
七
七

一
百
万
円
の
信
用
供
与
が
行
わ
れ
た
。
而
し
て
対
市
中
国
債
債

券
の
売
買
に
於
て
は
六
月
よ
り
復
金
債
買
入
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
金
額
は
未
だ

一、

四
二

0

.百
万
円
に
過
ぎ
な
い
。

従
っ
て
本
間
半
期
総
体
と
し
て
は
朱
だ
財
政
資
愈
の
引
揚
は
本
給
化
せ

ず
、
之
に
伴
う
金
融
政
無
も
明
瞭
な
形
を
と
っ
て
い
な
い
が
、
各
月
別
に
み
る
な
ら
ば
六
月
に

は
超
均
術
予
算
の
影
斡
が
財
政
金
融
の
各
部
而
を
通
じ
日
本
銀
行
券
増
滅
状
況
の
上
に
相
当
明

服
に
現
わ
れ
て
い
る
。

回
、
第
一了

四
半
期
中
に
於
け
る
日
本
銀
行
券
噌
滅
状
況

第
二

・
四
半
期
中
に
於
て
日
木
銀
行
券
は
前
期
に
引
統
合
二
、
間
二
七
百
万
円
を
減
少
し
た

が
、
先
ず
純
財
政
資
金
は
組
均
術
予
算
に
よ
り
各
月
共
収
入
超
過
な
示
し
、
州
中
部
計
に
於
て

四
O
、一
二
九
二
百
万
円
に
達
し
た
。

又
政
府
指
定
預
金
は
七
月
一

O
、

0
0
0百
万
円
の
預
入

を
み
た
も
の
の
、
八
月
、
九
月
に
於
て
夫
々
四
、
ム
ハ

O
O百
万
円、

六
、
六

O
O百
万
円
引
脇

七
ノ、

げ
ら
れ
た
た
め
、
結
局

て

二
O
O
百
力
円
の
引
揚
超
過
と
な
っ
た
。
之
に
対
し
対
日
援
助
見

返
資
金
の
民
間
直
接
投
融
資
は
九
月
よ
り
開
始
さ
れ
た
が
、
そ
の
金
額
は
未
だ
一
七

O
百
万
円

に
過

F
な
い
。
次
に
預
金
部
資
金
は
公
聞
に
対
す
る
融
資
の
関
係
も
あ
っ
て
七
、

二
九
四
百
万

円
の
資
金
放
出
を
み
た
。
然
し
乍
ら
財
政
資
金
の
収
入
超
過
に
よ
る
日
本
銀
行
券
の
収
納
.
要
因

を
カ
バ
ー
し
た
も
の
は
日
本
銀
行
の
信
用
供
与
で
あ
り
、
同
行
の
対
市
中
国
債
債
券
買
入
超
過

は
長
期
国
債
、
担
金
債
の
所
制
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
の
本
格
化
(
期
中
九
、
八
六

O
百
万
円
)
に
伴

い
玉
、

一一一
七

O
百
万
円
、
貸
出
増
加
は

で
八
、
七

一
六
百
万
円
に
上
っ
た
。
か
〈
て
財
政
資
金

の
引
揚
超
過
な
金
融
政
鍛
を
迎
じ
て
カ
バ
ー
せ
ん
と
す
る
傾
向
が
第
二

・
間
半
期
に
於
て
極
め

て
明
白
に
看
取
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

五
、
第
三

・
四
半
期
中
に
於
げ
る
日
本
銀
行
券
泌
減
状
況

出
=
7
間
半
畑
中
に
於
て
は
季
節
的
関
係
も
あ
り
、
日
本
銀
行
券
は
五
七
、
一

O
九
百
万
円

の
大
幅
な
増
加
を
み
た
が
、
先
ず
純
財
政
資
金
は
第
二
・
間
半
則
と
全
〈
繰
た
り
、
十

一
月
を

除
い
て
支
払
組
過
を
示
し
、
特
に
十
二
月
に
於
て
は
此
の
金
額
は
ご
二
、
九
三
四
百
万
円
に
上

り
、
則
中
累
計
に
於
て
は
二
七
、
四
=
一
九
百
万
円
と
な
っ
た
。
又
対
日
援
助
見
返
資
金
の
肱
山

も
民
附
随
・
般
投
融
資
の
木
格
化
、
市
中
手
持
担
金
般
の
償
還
開
始
に
伴
い
十

一
月
二
、
一
三
ハ
二

百
万
円
、
十
二
月
一

O
、
五
九
三
百
万
円
合
計
三
一
、
九
五
五
百
万
円
〈
内
民
間
臨
接
投
融
資

五
、
二
三
九
財
万
円
)
に
l
ム
り
、
更
に
預
金
部
賞
金
も
地
方
公
共
闘
体
、
公
団
に
対
す
る
融
資

の
外
、
十
二
月
に
は
年
末
金
融
対
策
と
し
て
の
市
中
金
融
機
凶
へ
の
預
け
金
九
、
二
八
二
百
万

円
も
あ
り
、
二
二
、
五
五
八
百
万
円
の
支
払
超
過
を
示
し
た
。
唯
、
政
府
指
定
.
預
金
の
み
は
財

政
資
金
支
払
の
た
め
に
十
月

)
O、
0
0
0百
万
円
の
引
揚
を
み
た
。

他
方
日
本
保
行
の
信
用

供
与
の
而
を
み
ゐ
と
、
同
行
の
対
市
中
国
債
債
券
売
買
は
則
中
七
、
七

O
O百
万
円
の
川
県
入
超

過
を
示
し
て
い
る
が
、
糾
刊
に
長
朋
国
債
の
所
副
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
年
末
金
融
対
旅
に
よ
る
十

二
月
の
著
梢

一
二
、
八
五
六
百
万
円
も
あ
っ
て
則
中
二

O
、
三
間
二
百
万
円
に
上
っ
た
。
然
し

乍
ら
同
行
の
貸
出
は
十
月
の
岨
加
を
除
き
右
の
如
会
財
政
金
融
州
而
よ
り
す
る
資
金
政
出
に
よ

り
減
少
を
示
し
、
減
少
制
は
川
中
て
九
三
四
百
万
円
と
な
っ
た
が
、
そ
の
内
制
引
手
形
が
逆
に

一
二
、
七
八
五
百
万
門
を
増
加
し
た
こ
と
は
注
制
さ
れ
る
。
か
〈
て
第
三

・
凶
半
則
中
に
於
て

は
政
・
附
指
定
制
A
M
Aび
日
本
銀
行
の
貸
出
を
隣
会
各
.
明
日
共
文
払
超
過
を
示
し
た
が
、
特
に
財

政
資
金
、
見
白
迦
資
金
、
預
金
部
政
令
縛
政
府
間
係
資
金
の
放
出
が
本
し
〈
、

M
木
銀
行
持
噌
加
の

主
凶
を
な
し
た
。
而
し
て
そ
の
傾
向
は
特
に
十
二
月
に
お
い
て
顕
著
で
あ
り
、
銀
行
券
の
膨
服

組
も
十
二
月
に
お
い

て
五

一
、
四
八
九
百
万
円
と
則
中
膨
脹
'
制
の
約
九
O
%を
占
め
て
い
る
。



六
、
第
四

・
四
半
期
中
に
於
け
る
日
本
銀
行
券
増
滅
状
況

前
期
中
玉
七
、

一
O
九
百
万
円
の
激
増
を
示
し
た
日
本
銀
行
券
は
第
四

・
四
半
期
K
於
て
は

再
び
四
三、

九
六
七
面
万
円
の
減
少
を
み
た
が
、
特
に

一
月
に
於
て
は
そ
の
八
O
劣
以
上
の
三

回
、
九
一
三
百
万
円
の
誠
少
を
み
た
。
而
し
て
先
ず
純
財
政
資
金
に
於
て
は
徴
税
期
に
際
会
し

た
関
係
も
あ
っ
て
一
月
以
降
大
幅
の
収
入
超
過
を
一
部
し
、
特
に
二
月
に
於
て
は
五

O
、
七

一
一

百
万
円
と
云
う
記
録
的
数
字
を
示
L
、
畑
中
累
計
に
於
て

一
三
O
、
三
九
一
百
万
円
に
上
っ

た
。
之
に
加
え
預
金
・
部
資
金
も
滞
貨
金
融
の
実
施
に
よ
っ
て
市
中
金
融
機
関
へ
の
預
け
金
が

四
、
六
七

O
百
万
円
増
加
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
郵
便
貯
金
の
増
加
、
貸
付
金
の
返
諦
等
に
よ
り

結
局
λ
、
五
二
四
百
万
円
の
収
入
超
過
と
な
っ
た
。
か
か
る
通
貨
の
大
開
な
収
縮
要
因
に
対
し

て
政
府
側
係
資
金
の
而
に
於
て
は
先
ず
対
日
援
助
見
返
資
金
よ
り
一
一
一
六
、

一
九
八
百
万
円
の
資

金
放
出
が
行
わ
れ
た
。
即
ち
民
間
直
接
投
融
資
は
年
度
末
接
近
と
共
に
大
幅
な
増
加
を
示
し
、

一
月

一
、
λ
三
七
百
万
円、

二
月
七
、

二
五
六
百
万
円
、

三
月

一
O
、
一

O
-両
万
円
合
計
-

九、

一
九
四
百
万
円
に
上
り
、
又
担
金
償
対
市
中
償
逃
も

一
七、

O
O
四
百
万
円
に
上
っ
た
。

次
に
政
府
指
定
預
金
は
年
度
末
金
融
対
策
と
し
て
一
一
一
月
一
四
、
九
八
=
百
万
円
が
市
中
に
預
入

昭

和

二

十

四

年

度

中

日

本

銀

行

券

噌

滅

状

況

，

I

'

t

'
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f

年

月

一
閉
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十
四
年
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支
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内
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市

中
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け
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一
政
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預

金

一
笹
興
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市
中
預
け
金

・
日

本

銀

行

対

市

中

国

債

債

券

売

付

質

超

ヘ内

長
期
凶
位
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復
金
般
J

-

f

オ

ペ

レ

ー

シ

ョ

ン

」

日

本

銀

行
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出

一

(

内

割

引

手

形

〉

一
貫
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位
、
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.
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-
ニ
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，...、

一、回エ
O
)

f旬、
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(→ 

向、八六人一八・
一)

〆ー、

付
一
問
、
き
八

(

一、六六阿〉

九、六
一一

}一、=一七
一一)

日
本
銀
行
券
増
減
原
因
分
析

昭
和
二
十
四
年
四
月
|
二
十
五
年
三
月

さ
れ
、
又
復
興
金
融
合
庫
余
裕
金
中
よ
り
一一
月
六
、
一
四
三
百
万
円
、
一
一
一
月
一
、

0
0
0百
万

円
合
計
λ
、

一
四
=
一
百
万
円
が
市
中
に
預
託
さ
れ
た
。
然
し
乍
ら
か
か
る
政
府
関
係
資
金
の
大

量
肱
出
を
通
じ
て
も
純
財
政
資
金
及
び
預
金
部
資
金
の
引
揚
金
額
の
漸
〈
半
ば
を
柿
う
に
過
が
C

ず
、
日
本
銀
行
の
信
用
政
策
が
期
待
さ
れ
た
。
か
く
て
同
行
の
対
市
中
国
債
債
券
買
入
超
過
額

は
長
期
国
債
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
一
三
、
四
三
三
百
万
円
を
主
軸
と
し
て
一

O
、
四
一
九
百
万
円

に
及
び
、
又
同
行
の
貸
出
も
一
月
を
除
き
増
加
し
期
中
二

O
、

一
七
九
百
万
円
に
迷
し
た
。
而

し
て
貸
出
の
内
割
引
手
形
は
三
月
よ
り
日
本
銀
行
の
高
率
適
用
制
度
に
於
い
て
商
業
手
形
が
除

外
さ
れ
た
関
係
も
あ
っ
て
増
加
し
、

特
に
三
月
に
於
て
は
一
二
、
六
九
四
宵
万
円
の
増
加
宏
示

し
、
期
中
累
計
に
於
て
は
一
九
、
八
一二
四
百
万
円
と
貸
出
額
と
ほ
ぼ
同
額
と
な
っ
た
。

即
ち
木

期
中
の
貸
出
増
加
は
全
く
割
引
手
形
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
か
〈
て
本
則
中
に
於

い
て
は
純
財
政
資
金
及
び
預
金
部
資
金
に
よ
る
巨
額
の
日
本
銀
行
券
収
納
要
因
は
政
附
関
係
資

金
の
放
出
及
び
日
本
銀
行
の
信
用
供
与
に
よ
り
相
当
額
カ
バ

ー
さ
れ
た
が
、
そ
の
不
足
分
四

三
、
九
六
七
百
万
円
が
畑
中
に
於
け
る
臼
木
銀
行
券
の
減
少
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

(
m
m

崎
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単
位
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